
1960年（昭和35年）戦後の日本経済が高

度成長して“黄金の60年代”といわれるよ

うになった、レジャーも盛んになり海外の

ファッションも多くとり入れられ、婦人靴

の爪先もヨーロッパ調のスクエアートゥ

で、エレガントなヒールがつけられた。

アメリカ東部の大学生の風俗、アイ

ビー・ルックをとり入れた衣服を“みゆ

き族”といわれる若者たちが好み、帽子か

ら靴まで揃えたスタイルで街にたむろし

た。

また、1961年（昭和36年）

に公開された「ウエストサ

イド物語」からズックのバ

スケットシューズが話題に

なった。

イギリスで女性のミニ

スカートが発表され世界中

に伝わり、婦人靴のヒール

は3.5センチ位の太めのも

のになった。

1962年（昭和37年）シャー

ベット・トーンのキャン

ペーンでクールなパステル

調の靴もつくられた。

1963年（昭和38年）メンズファッション

協会はTPOのテーマを発表、これがあら

ゆる部門に利用された。

1964年（昭和39年）東京オリンピックが

開かれ新幹線が開通し、高層ビルの建設や、

道路が整備され国際化の時代となった。

ファッションも欧米との交流が活発に行

われ、男性の服装の基本は、イギリス調の

「ブリテッシュ・スタイル」、アメリカ調の

「トラディショナル・スタイル」、そして、

ヨーロッパ調の「コンチネンタル・スタイ

ル」と分類され、靴もそれぞれのスタイル

がつくられている。

1965年（昭和40年）日本人のライフスタ

イルにカジュアル化が浸透し、起毛した甲

革に合成スポンジ底をつけたカジュアル

シューズが、紳士、婦人、子供とファミ

リーで履かれるようになった。

また、ビジネスシューズには国産の人工

皮革が用いられた。

1966年（昭和41年）ビー

トルズの来日で、音楽や

ファッションと共にサイド

ゴアーのチェルシーブーツ

が流行した。

1967年（昭和42年）ミニス

カートの普及で女性のブー

ツが多く履かれ、中ヒール

の編上ブーツや、ルーズフ

イットのロングブーツが流

行となった。

1968年（昭和43年）スリッ

ポンの飾りに馬具のはみ

（ビット）をかたどった「グッチ」の金具が

世界的に流行した。

そして、1969年（昭和44年）アメリカの

宇宙船アポロ11号が月面に達し、人類最初

の第一歩にルナブーツが履かれたことか

ら、スキー場などで“ムーンブーツ”など

といわれるアフターブーツが用いられた。
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靴のデザインにみる戦後史 ③

紳士靴の基本型
左から、イギリス調のブリテッ

シュ・スタイル、アメリカ調の
トラディショナル・スタイル、
ヨーロッパ調のコンチネンタ
ル・スタイル。
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スクエアートゥの 
婦人靴 

1960－1969

アイビー調の紳士靴 

ズックのバスケット 
シューズ 

編上の婦人ブーツ 

ルーズフイットの 
ロングブーツ 

セットバックヒールの婦人靴 

チェルシーブーツ 

起毛甲革・ 
スポンジ底の 
カジュアルシューズ 

ビット飾りのスリッポン 

月面を歩いた　ルナブーツ 


